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同じ地域を見ても，1 日を通して交通量や交通手段の選択は一定ではなく，時間帯によって発生・集中

交通量が異なったり，分布交通量が異なったり，交通手段の選択が異なることが予想される．パーソント

リップ調査を代表とする従来型の調査は標本数が限られているため，このような疑問に必ずしもこたえら

れていない．しかし，きめ細かい交通サービスの提供や交通計画を行う上では，小地域や地域メッシュに

おける時間帯別の交通需要をとらえることが必要である．そこで本研究では，近年利用可能になったいわ

ゆるビッグデータ，KDDI Location Data (OD データ)を活用し，2018 年 10 月平日の東京都 250m メッシュご

との 1 時間毎の交通需要を分析した．その結果，発生交通量はメッシュによって異なる時間帯で最大値に

なること，朝早い時間帯と遅い時間帯で分布交通量や交通手段が異なる傾向にあることがわかった． 
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1. はじめに 
 

 同じ地域を見ても，1 日を通して交通量や交通手段の

選択は一定ではなく，時間帯によって発生・集中交通量

が異なったり，分布交通量が異なったり，交通手段の選

択が異なることが予想される．例えば，朝方は住宅地か

らの発生が多く，オフィス街での集中が多い．さらに詳

しく考えると，同じ朝方でも朝早い時間帯と遅い時間帯

では旅行距離が異なったり，交通手段分担が異なったり

することが予想できる．またこれらの違いは地域・地区

によって異なる可能性もあるため小地域や地域メッシュ

別に把握する必要もある． 

時間帯別の交通需要を把握することは，きめ細かい交

通サービスの提供や交通計画を行う上で重要である．特

に，1 日全体でみると望ましい交通需要と交通サービス

提供になっているように見えても，時間帯別にみると需

要と供給のミスマッチが生じていることは少なくないと

思われる．したがって，時間帯別の交通需要をとらえる

ことが必要である． 

 パーソントリップ調査を代表とする調査も，トリップ

の出発時刻・到着時刻を含めるなど，時間帯別について

もある程度は分析可能である．しかし，標本数が限られ

ているため，時間帯別で分類した場合には小地域での分

類が難しく，小地域で分類した場合には時間帯別で分類

することが標本数の関係で困難である．また，調査対象

は代表的な地区を選んでおり，すべての地区の特性を把

握できるものではない．このように，小地域や地域メッ

シュにおける時間帯別交通需要については，パーソント

リップ調査をはじめとする調査では必ずしもこたえられ

ていない． 

 一方，近年では携帯電話の位置情報をもとにした時間

帯別の人口統計が利用可能になり，交通の分野でも利用

が進んでいる（例えば 1), 2), 3)）．坂ら 4)はパーソントリッ

プ調査と時間帯別人口統計を組み合わせることでより精

度の良い交通需要を推計することに成功している． 

加えて，交通手段を推計した ODデータもゼンリンデ

ータコムの混雑統計 5)や KDDI Location Data (ODデータ)6)

という名称で販売がされ，利用が可能になっている．な

お，ここでいう OD は，パーソントリップ調査の出発

地・目的地という概念とは異なり，1 時間毎の滞在地の

前後を出発地・目的地とみなしており，トリップ単位で

はないが，傾向は把握できると考えられる． 

そこで本研究では，近年利用可能になったいわゆるビ

ッグデータ，KDDI Location Data (ODデータ)を活用し，時

間帯別に交通需要が異なるかどうか検証を行う． 
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2. 方法 

 

本研究では，KDDI Location Data (ODデータ)を活用し，

2018年 10月平日の東京都（島嶼部を除く）250mメッシ

ュごとの 1時間毎 ODデータを分析する．具体的には，

発生・集中，分布，手段分担毎に，地域メッシュにおけ

る時間帯別の特性を分析する．KDDI Location Data (ODデ

ータ)のデータ構造を表-1 に示す．なお，今回は秘匿が

極力起こらない範囲で，詳細なデータを得る方針とし，

このようなデータ構造を設計した． 

 

 

3. 結果と考察  

 

(1) 発生・集中 

発生交通量がどの時間帯に最も多かったのか示した

のが図-1である．全体的には，都心に近い区（千代田区，

中央区，港区等）では正午前後に需要のピークを迎える

ところが多く，都心周辺の区（品川区，大田区，目黒区，

中野区，練馬区，板橋区，葛飾区，江戸川区等）は午前

7 時頃に需要のピークを迎えるところが多い．しかし一

方で，周辺区でも正午前後に需要のピークを迎えるとこ

ろも点在している．東京 23 区外についても，周辺区同

様 7時頃に需要のピークを迎えるところが多いが，正午

頃にピークを迎えるところ，夕方にピークを迎えるとこ

ろが点在している． 

次に集中交通量がどの時間帯に最も多かったのか示

したものを図-2に示す．これを見ると，全体的には都心

で正午頃にピークを迎え，その他の場所では夕方から夜

にかけてピークを迎えることが多いことがわかる．一方

で，発生交通量の図ほどはばらつきがないことが特徴で

ある． 

 

 

表-1 データの構造 

平休日 平日/休日 

出発地 250ｍメッシュコード 

出発時間帯 0～23時の 1時間毎 

到着地 250ｍメッシュコード 

到着時間帯 0～23時の 1時間毎 

性別 男性/女性 

年代 59歳以下/60歳以上 

移動手段 鉄道/高速道路/自動車/徒歩その他/滞在/判
定不可 

 
図-1 メッシュ別の交通需要発生が最も多い時間帯 
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図-2 メッシュ別の交通需要集中が最も多い時間帯 

 

 

図-3 6→7時および 8→9時のODで市区町村内で完結する移動の割合 

 

 

(2) 分布 

 図-3 に，6→7 時および 8→9 時の OD で市区町村内で

完結するものの割合を示す．これをみると，東京 23 区

外の市区町村で乖離が大きくなっており，概して 6→7

時では市区町村内で完結する移動が少ないことが読み取

れる．朝早い時間帯は，市区町村外へ向かう移動が多い

のに対し，朝遅い時間帯は相対的に市区町村内で完結す

る移動が多いことがわかる．パーソントリップ調査等と

異なり，トリップ単位での分析ではないことを考慮して

も，遠い場所に向かう移動は早い時間に行われるという

妥当な結果と言える． 

(3) 分担 

 図-4(a)(b)に，6→7 時および 8→9 時の各メッシュ発の

移動で最大数であったの交通手段を示す．これを見ると，

6→7 時では，都心部に限らず，郊外部でも鉄道が最大

数となるメッシュが点在している．一方，8→9 時にな

ると郊外部はほとんどが自動車が最大数となるメッシュ

になる．都心に通勤する郊外居住者の存在でこの現象が

起きているとみられる． 
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図-4(a) 6→7時の各メッシュ発の移動で最大数となる交通手段 

 

図-4(b) 8→9時の各メッシュ発の移動で最大数となる交通手段 
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4. 結論と今後の課題 

 

本研究では，近年利用可能になったいわゆるビッグデ

ータ，KDDI Location Data (ODデータ)を活用し，2018年10

月平日の東京都250mメッシュごとの1時間毎の交通需要

を分析した．その結果，交通需要発生時間帯はメッシュ

によって異なること，集中の時間帯は発生ほどはばらつ

きがないことがわかった．また，分布に関しては，都心

から離れた市区町村で，市区町村内で完結する移動が6

→7時より8→9時の方が有意に大きいことがわかった．

最後に分担については，6→7時では，都心部に限らず，

郊外部でも鉄道が最大数となるメッシュが点在している

一方，8→9時になると郊外部はほとんどが自動車が最大

数となるメッシュになることがわかった． 

このように時間帯によって交通需要は異なるため，サ

ービス提供側も時間帯によって異なるサービスを提供す

る必要があると示唆される．また交通需要マネジメント

の観点からは，人口配置や施設立地などを検討する際に，

時間帯別の交通需要を考慮したものにすることが望まれ

る． 

今後の課題は，今回観察された時間帯別交通需要の差

異と人口分布・施設立地との関係を分析し，望ましい都

市構造について探求することである． 
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